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まず，気流を伴わない 3 次元音場の有限要素解析法をとりあげ，未知状態量としての音圧に対する 3
次元直交座標系における離散マトリックスを導出し 吸音壁を有する 3 次元音場をガラーキン法により
有限要素解析する手法を提示した。このマトリックスを用いた大形電子計算機用プログラムを開発して
計算を実行し，精度を確かめるとともに， 3 次元膨張型消音器の消音性能を計算して 1 次元理論解や 2









第 3 番目には， 2 次元音場の境界要素解析法について検討し，要素内の形状関数として， 0 次， 1 次，


























著者は先ず，第 2 章で，吸音壁を有する場合のように，エネノレギー吸収を伴う 3 次元音場を取り扱い，
ガラーキン法lとより，有限要素解析する手法を提示した。これを用いて， 3 次元膨張形消音器の消音性
能を計算し，従来の 1 次元あるいは 2 次元の軸対称理論と比較して， 3 次元解析の必要であることを示
した。また，大型消音器内部の音圧分布を計算し，実働時の実測値とよく一致することを確かめている。
第 3 章では，気流を伴う 3 次元音場を取り扱い，その基礎式を導いた後ガラーキン法を適用し，有限
要素解析する方法を提案している。また，この手法を用い 膨張形消音器の消音量に及ぼす気流の影響
を明らかにしている。
第 4 章では， 2 次元音場の境界要素法による解析法について述べている。境界要素内の形状関数とし








第 6 章では，上記の方法を 3 次元音場問題解析へ拡張する手法を示している。この手法を用いて，建
設機械の運転室内音場，あるいは，二葉式容積型圧縮器配管系に設置された大型消音器の消音量を解析
し，実測値と計算値がよく一致することを確認している。
以上のように，本研究は，公害問題等で重要な課題となっている機械の騒音，およびその消音手法の
解析について重要な指針を与えるものであり，学位論文として十分価値あるものと認める。
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